
変更箇所 変更内容 変更年月

【17ページ】
第１部
　4.履修登録
　・履修制限単位

履修制限に含まれない科目の追
加

2016年4月

【56ページ】
第２部Ⅱ
　7.教養教育科目開設科目

教養教育科目開設科目
（科目の追加）

2017年3月

【53ページ】
第２部Ⅱ
　7.教養教育科目開設科目

教養教育科目開設科目
（科目の追加）

2017年3月

【89～96ページ】
第２部Ⅳ
　4.（3）スポーツサイエンスコース

スポーツサイエンスコースの「特
別演習」の表記を、正式名称に
変更。

2017年3月

【90ページ】
第２部Ⅳ
　4.（3）スポーツサイエンスコース

スポーツサイエンスコースの「ス
ポーツサイエンスコース　開設科
目および配当セメスター」にグレ
イドナンバーを追加。

2017年3月

【93ページ】
第２部Ⅳ
　4.（3）スポーツサイエンスコース

「スポーツサイエンスコース」ペー
ジの５の（１）の２）の「健康運動
実践指導者養成校とは」に記載
している内容。

2017年3月

【80ページ】
第２部Ⅳ
　4.（1）国際関係コース

国際関係コース開設科目
（科目の追加）

2017年3月

【117ページ】
第4部Ⅳ
　大学院経営学研究科入学ガイド

コースの削除 2017年3月

【ⅷ～ⅸページ】
経営学部の教育課程編成・実施の
方針

文言の修正 2018年3月

【ⅸページ】
経営学部の教育課程編成・実施の
方針

文言の追加 2018年3月

カリキュラム紹介
【ビジネス・コース】

カリキュラム紹介
募集停止に伴い【ビジネス・コース】を削除

「専門科目」、「専門演習」という文言すべて 「専攻科目」、「演習」に変更

○経営学や会計学に対する知的好奇心や関心を持てるように，1年次に必
修科目として「現代のビジネス」，「簿記入門」，「経営と情報」，「現代の企
業会計」を開講する。

○専攻科目を履修する準備段階として・・（途中省略）・・基礎演習・演習と
組み合わせて開講する。

○学生の習熟度に応じて・・（途中省略）・・4年次第8セメスター）を配置して
いる。

○経営学や会計学に対する知的好奇心や関心を持てるように，1年次に必修
科目として「情報リテラシー」，「現代のビジネス」，「簿記入門」，「経営と情
報」，「現代の企業会計」を開講する。

○専攻科目を履修する準備段階として・・（途中省略）・・基礎演習・演習・応用
演習と組み合わせて開講する。

○学生の習熟度に応じて・・（途中省略）・・4年次第8セメスター）・応用演習（3
年次第6セメスター）を配置している。

履修要項変更点一覧【2016（平成28）年度入学生対象】

変更前 変更後

履修制限に含まれない科目に、「海外英語研修」（2単位）を追加。

人文科学系科目（選択科目）「大学論」（配当セメ：３セメ）を新設。なお、「教養
教育科目特別講義（大学論）」修得者は受講できません。

「コリア語コミュニケーションⅠ」（配当セメ：４セメ）及び「コリア語コミュニケー
ションⅡ」（配当セメ：５セメ）を新設。

HP掲載の「2017年度　スポーツサイエンスコース　開設科目および配当セメス
ター」のとおり。

（講義17単位,実習16単位の合計33単位・受講料131,000円）を受講しなけ
ればなりません。 （講義16単位,実習17単位の合計33単位）を受講しなければなりません。

「コリア語コミュニケーションⅠ」（配当セメ：４セメ）及び「コリア語コミュニケー
ションⅡ」（配当セメ：５セメ）を新設。

スポーツサイエンスコース演習Ⅰ
スポーツサイエンスコース演習Ⅱ
スポーツサイエンスコース演習Ⅲ

特別演習Ⅰ
特別演習Ⅱ
特別演習Ⅲ
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変更箇所 変更内容 変更年月

履修要項変更点一覧【2016（平成28）年度入学生対象】

変更前 変更後

【ⅸページ】
経営学部の教育課程編成・実施の
方針

文言の削除 2018年3月

【ⅺページ】
学生に保障する基本的な資質
（英語コミュニケーション）

文言の修正 2018年3月

【17ページ】
　第１部Ⅳ
　2.履修登録制限単位数

履修登録制限単位数に含まれな
い科目
（科目の追加）

2018年3月

2018年3月

2018年3月

【65ページ】
第２部Ⅲ
　3.専攻科目一覧

単位数及び記号表記の削除 2018年3月

【70ページ】
第２部Ⅲ
　7.プログラム科目

リンク先の削除 2018年3月

【80～81ページ】
第２部Ⅳ
　4.（1）.国際関係コース

国際関係コース開設
「Intercultural Discussion」及び
「学部共通特別講義Ⅰ」に対する
（※注２）の記載している内容。

2018年3月

【86～87ページ】
第２部Ⅳ
　4.（2）英語コミュニケーションコース

英語コミュニケーションコース開
設科目「Intercultural Discussion」
及び「学部共通特別講義Ⅰ」に対
する（※注１）の記載している内
容。

2018年3月受講上限人数を15名とし、受講資格を設定する。 受講上限人数、受講資格ともに設定しない。

履修制限に含まれない科目に、「英語コミュニケーションコースに所属する学
生が履修する「海外研修」（4単位）の追加

受講上限人数を15名とし、受講資格を設定する。 受講上限人数、受講資格ともに設定しない。

○専攻科目を履修する準備段階として・・（途中省略）・・8科目を1年次･2年
次に配置

○専攻科目を履修する準備段階として・・（途中省略）・・8科目を1年次に配置

（思考・判断）
○異なる文化や価値感を理解した上で、

（興味・関心）
○異なる文化や価値感を理解しようとする探求心を持っている。

（思考・判断）
○異なる文化や価値観を理解した上で、

（興味・関心）
○異なる文化や価値観を理解しようとする探究心を持っている。

【42ページ】
第２部Ⅱ
　3.言語科目について
　（2）必修外国語科目の履修につい
て

初修外国語の再履修のうち、「中
国語Ⅰ・Ⅱ」の再履修に関する内
容。

不合格となった科目の再履修クラスを選択して履修してください。
不合格となった科目の再履修クラスあるいは正規クラスを選択して履修してく
ださい。

※中国語Ⅰの正規クラス（第1セメスター）が不合格になった場合は、再履
修クラスを第2セメスターに配当しているので事前登録の必要はありませ
ん。第3セメスター以降に中国語Ⅰを履修する場合は事前登録が必要で
す。

削除
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変更箇所 変更内容 変更年月

履修要項変更点一覧【2016（平成28）年度入学生対象】

変更前 変更後

履修要項ＷＥＢサイト　URL URLの変更 2019年3月

【14ページ】
第1部Ⅲ
　5.先修制
　　教養教育科目

教養教育科目「初修外国語コ
ミュニケーションⅡ」の先修制
（履修の条件となる授業科目
および単位数）

2019年3月

【15ページ】
第1部Ⅲ
　5.先修制
    3)その他授業科目にかかる先修
制

コース指定外国語[英語コミュ
ニケーションⅡ」・「初修外国語
コミュニケーションⅡ」の先修
条件（履修の条件となる授業
科目および単位数）

2019年3月

【54ページ】
第2部
　2-1.教養教育科目開設科目一覧

教養教育科目開設科目
（言語科目〈選択外国語科目〉）

2019年3月

【96ページ】
第2部
　4.各コースについて
　（3）スポーツサイエンスコース
　　3)資格試験の受験資格を得るた
めに
　　　必要な科目

「トレーニング指導者」資格試験
の受験資格を得るために必要な
科目（特別演習）

2019年3月

http://kyoga.fks.ryukoku.ac.jp/rishu/

https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

【変更事由】
Google Chromeをはじめとする各社のブラウザは、よりわかりやすいセキュリ
ティ情報を配信するために、HTTPSのWebサイトを「安全」、HTTPのサイトを
「危険」と表示するシステムを導入しました。これに伴い、本学もHTTPSでWeb
サイトを表示できるように対応しました。

－

以下の科目について、2015年度以降入学生の履修を可能とする。

※「ペルシア語ⅡA」（2単位）「ペルシア語ⅡB」（2単位）の先修条件（履修の要
件となる授業科目及び単位数）は、「ペルシア語ⅠA」（2単位）または「ペルシ
ア語ⅠB」（2単位）。

「スポーツサイエンスコース演習Ⅰ・Ⅱ（長谷川・村田）」 「特別演習Ⅰ・Ⅱ（長谷川・村田・鈴木）」
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変更箇所 変更内容 変更年月

履修要項変更点一覧【2016（平成28）年度入学生対象】

変更前 変更後

【65ページ】
　Ⅲ. 経営学部専攻科目の教育目的
　　　　および履修方法について
　　　　（2008年度以降入学生）
　　3. 専攻科目一覧表
　　   下から8行目

開講科目の追加 2019年3月－
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